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看護教育における模擬患者研修の成果と課題

吉川　洋子・田原　和美・松本亥智江
松岡　文子＊・井上　千晶・別所　史恵

概　　要

　ＳＰ参加型看護技術教育におけるＳＰ研修の成果と課題を明らかにすることが
目的である。2005～2008年のＳＰ参加型看護技術教育に参加し，協力の得られた
看護師経験をもつＳＰ63名を対象に，事前にＳＰ研修を実施し，教育に参加して
もらった。実施後にアンケートを行った結果，ＳＰは，提供した資料，ＳＰ参加
の有効性や自身の教育への貢献に対して高い評価をする一方，精神的負担感を感
じている者が約60％おり，演技とフィードバックの２つのコア・スキルを難しい
と感じていた。今後，これらの問題の解決のために，研修の中で，役作りのため
のＳＰ同士の意見交換，実際にロールプレイをして練習する機会をもつ，ビデオ
撮影レビューなどを工夫していくことが課題であると考える。
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Ⅰ．はじめに

　看護学科３年次の臨地実習前に，模擬患者
（Simulated Patient以下ＳＰ）に対して基礎看
護技術を活用した看護援助を行うプログラム
を通して，看護実践力の向上，主体的学習の
動機づけ，実習への円滑な導入をねらってい
る。このプログラムの成果や課題をこれまで報
告してきた（吉川，2008）（別所，2008）（松
本，2008）（吉川，2007）（井上，2006）。ＳＰ
が参加することによる教育効果は，ロールプレ
イに比べてリアリティが格段に高く，臨地に近
い状態で実施することができる，患者としての
フィードバックを受けることができ，自己の課
題を確認することができるなどがあげられる。
　このプログラムにおいては，コミュニケー
ションだけでなく身体援助を行うことを考慮
し，看護師経験をもつ学外者にＳＰを依頼して
きた。フィードバックは，医療者の目線ではな
く一患者としての目線で行うよう依頼をした。

そのため模擬患者に対する研修を充実させるこ
とを課題と考えてきた。
　本研究では，ＳＰに対する研修の内容ととも
に参加したＳＰに対して行ったアンケート結果
からＳＰとしての意見や感想を整理し，2010年
から必修科目としてはじまる「ＳＰ参加型看護
技術演習」においてのＳＰ研修のすすめ方につ
いて考える。

Ⅱ．研究目的

　2009年度カリキュラム改正に伴い，必修科目
となるＳＰ参加型看護技術演習に向けて，2005
～2008年のＳＰ参加型看護技術教育に参加した
ＳＰに対する調査から、ＳＰ研修の成果と課題
を明らかにする。

Ⅳ．研究方法

１．対象
　2005～2008年度のＳＰ参加型看護技術教育に
参加し，調査への協力の得られた看護師経験を
もつＳＰ63名
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２．ＳＰ研修の概要
　研修は，教育目的，スケジュール，事例およ
び予想される看護技術，ＳＰの役割とフィード
バックの内容を約２時間で実施した。2006年か
らフィードバックについて，その目的や良い例，
悪い例など詳細な資料を提示した。さらに，Ｓ
Ｐ参加を学生がどのように受け止めているのか
を前年度の学生のアンケート結果や感想から伝
えた。2007年からは，それまで文字のみであっ
たシナリオを漫画で表現したものを追加した。
フィードバック内容を改訂した。また，患者の
設定年齢を高齢期からＳＰの実年齢に近い壮年
期とした。2008年から，ＳＰとファシリテータ
（教員）との役割の違いを明確にし,ＳＰの役割
をより明確にした（表１）。

３．調査内容・方法
　アンケートは，ＳＰの実施に対する不安，準
備，オリエンテーションに関連した５項目－①

シナリオの漫画（イメージ図），②場面のロー
ルプレイ，③フィードバックに関する資料，④
フィードバックのロールプレイ，⑤学生からの
ＳＰに対する意見や感想資料－が実施に役だっ
たのか，実施に関連して20項目－患者役の負
担感，設定患者のイメージのしやすさ，演技，
フィードバック，教育方法，患者の立場の実感，
看護のふりかえり等で構成し，回答を「とても
そう思う」，「ややそう思う」，「あまりそう思わ
ない」，「全くそう思わない」の４肢選択とした。
　フィードバック終了後に記入し提出を依頼し
た。

３．分析方法
　年度毎のアンケート結果を集計し比率を出し
た。４年間継続して調査した20項目について
年度ごとの比較を，Fischerの直接法を使用し
て行った。データの分析にあたってはＳＰＳ
Ｓver.13を使用し，有意水準を５％とした。
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表１　ＳＰ研修概要

図１　不安や心配の有無
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４．倫理的配慮
　調査対象者であるＳＰには，研究目的，研究
参加の自由，プライバシーの保護，協力の有無
により不利益が生じないこと，データを目的外
に使用しないことを書面と口頭で説明し，アン
ケートの提出をもって同意が得られたと判断し
た。アンケートは回収箱を置いて回収し，その
後はすみやかに番号化し，保管した。

Ⅴ．結　　果

１．ＳＰ研修から実施まで
　図１に示すように，ほぼ全員が不安や心配が
あったと回答し，不安や心配の内容は「患者の
演じ方」42名，「フィードバックの仕方」34名，
「演じることの恥ずかしさ」８名であった。図
３に示すように研修後にほぼ全員がＳＰの準備
を行っていた。準備した内容は，「シナリオを

読み直した」が最も多く56名，次いで「演じる
患者のイメージ作りをした」29名，「フィード
バックの仕方を考えた」21名であった。
　研修時に提供した「シナリオの漫画（イメー
ジ図）は演じるのに役だった」と回答した者は
「とてもそう思う」，「ややそう思う」を合わせ
ると100％が役だったと回答した。「場面のロー
ルプレイが役だった」（96％）や「フィードバッ
クのロールプレイが役だった」（91％）と回答
した者も90％超え，「フィードバックに関する
資料も役だった」98％，「学生からの模擬患者
に対する意見等が参考になった」も85％を占め
た。

２．ＳＰ実施後の評価
　４年間継続して調査した20項目についての結
果を年度毎に示した（表２）。年度による比較
を行なった結果，有意差があったものは「演じ

図２　実施前の不安や心配の内容　（重複回答）

図３　準備の内容　（重複回答）

看護教育における模擬患者研修の成果と課題
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ることは恥ずかしかった」「フィードバックは
難しかった」「ＳＰを用いた教育は有効だ」の
３項目であった。他の項目については有意差が
なかったため，2005～2008年度の総計した結果
からＳＰを実施してみてどのように感じていた
のか，回答肢の「とてもそう思う」「ややそう
思う」を「そう思う」に集約し，「あまりそう
思わない」「全くそう思わない」を「そう思わ
ない」に集約してＳＰからの意見の傾向をみた
（表３）。
１）患者役の負担感
　負担感では，「患者役は精神的に負担であっ
た」と回答した者が60％であった。一方，「身
体的に負担であった」と回答した者は17.5％で，
身体的な負担より精神的な負担感を抱いている

ことが明らかになった。
２）演技について
　「演じることは難しかった」と回答した者が
90％で，ほとんどが難しさを感じていた。しか
し，「演じることは楽しかった」と回答した者
も59％あった。また，「演じることは恥ずかし
かった」と回答した者は46％であった。年度ご
との比較では，2005年と2007年が「恥ずかしかっ
た」と回答した者が約70％と多かったが，2006
年と2008年は約20～30％と少なかった（図４）。
　「設定患者はイメージしやすかった」と回答
した者は87％，「イメージどおり患者を演じる
ことができた」と回答した者は35％，できな
かった者が65％であった。また，「他のＳＰと
理解が異なっていないか不安だ」と回答した者

表３　ＳＰ実施後の評価（2005～2008年度）

看護教育における模擬患者研修の成果と課題
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が57％で「思わない」を上回っていた。
３）フィードバックについて
　「フィードバックの時間の長さは適切だった」
と回答した者は85％であった。一方「フィード
バックすることは難しかった」と回答した者は
81％であった。年度ごとの比較では，「難しかっ
た」と回答した者は，2007年以外は70％弱でほ
ぼ同じであるのに対して，2007年には「難し
かった」と回答した者が84％と高くなっていた。
2008年度には，「とても難しかった」が0％になっ
た（図５）。「演技中に気づいたことを忘れてし
まわないか心配だ」と回答した者が75％と，「そ
う思わない」の25％を大きく上回り，多くのＳ
Ｐが演技しながら適切なフィードバックを行う
ために気づきを記憶するという課題に困難さを
感じていた。
　意見の中には，『「ここはこうだ」という指導
的な思いがあり，患者になりきってフィード
バックすることが難しかった』という看護師経
験をもつことでＳＰとしての葛藤を感じている
意見もあった。
４）ＳＰ体験について

　「模擬患者を設定した教育は有効だと思う」
と回答した者は95％であった。年度ごとの比較
では，2005年と2007年は「とてもそう思う」が
60％台であったが，2006，2008年は80％前後と
高かった。「教育に役立つことができた」と回
答した者は97％であった（図６）。学生の真剣さ，
熱心さを評価していた。
　また「患者の立場を実感できた」と回答した
者は98％，「日頃の看護をふりかえる機会になっ
た」と回答したものが95％と，ＳＰとしての体
験が患者の立場や自分の看護を見直す機会にも
なっていた。

Ⅵ．考　　察

　シミュレーション学習を行う場合大きく２つ
の活用方法がある。１つは学生の学習評価（試
験）として行うことであり，もう１つは，学生
の学習機会として行うことである。本プログラ
ムは後者の学習機会に該当する。
　事前の研修では，ＳＰの教育効果が高め
られるように，「ＳＰとは」，「ＳＰの役割」，
「ＳＰとしてのフィードバック」の内容等に
ついて，研究者自身もMEDC（MEDICAL 
EDUCATION DEVELOPMENT CENTER, 

GIFU UNIVERSITY）で開催されたＳＰ養成
者のためのワークショップに参加し，研修内容，
特にフィードバックの方法を抽象的ではなく具
体的に示していった。また，４つのシナリオを
連続して実施するため，そのポイントを文字情
報だけから漫画を入れて視覚情報として認知し
やすくするなどの工夫を行ってきた。
　さらに，看護師経験をもつことは学生の技術

図４　演じることは恥ずかしかった

図５　フィードバックをすることは難しかった

図６　模擬患者を設定した教育は有効だと思う
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などが気になり，助言や指摘をしたくなりやす
い。そのためＳＰの役割とファシリテータの教
員の役割を明確化し，「患者の立場」に徹して
もらうことを明確に示した。
　アンケート結果から，研修時に提供した，役
作り支援のシナリオの視覚化，フィードバック
のねらいや具体例，学生からのＳＰ参加に関す
る評価や感想は，役立ったと回答があり，有効
であった。しかし，ＳＰの役割にほぼ全員が不
安や心配があったと回答し，不安や心配の内容
は患者の演じ方，フィードバックの仕方であっ
た。実施後の感想でも「演技」「フィードバック」
のコア・スキルに対し難しさを感じていた。阿
部（2007）が行った調査では，ＳＰの負担感を
332名中216名（65％）が負担感が「ある」と回
答している。精神的負担感があると回答した割
合に近かった。
　演技について，「設定患者はイメージしやす
かった」，「シナリオの漫画が役だった」など，
イメージできても，思いどおりに演技ができた
者は35％ほどで，役作りが頭でイメージできて
も実際に演技すると，人物像がぐらつくなど困
難さを感じていた。研修の中で，イメージを膨
らませる情報の提供やＳＰ同士の意見交換，見
るだけでなく実際にロールプレイをして練習す
る機会をもつと効果的であると考える。
　フィードバックについては，約80％のＳＰが
「フィードバックの難しさ」「演技中に気づいた
ことを記憶しておくことの困難さ」を感じてい
る。フィードバックには注意深い観察や自分自
身の心の動きを記憶し述べることが必要であ
る。
　また，本プログラムでは学生４人１組で４場
面を続けて実施するため，多くの気づきを忘れ
ないで伝えることが求められる。場面毎に休憩
兼メモをする時間にあてる工夫をして対処して
いる。今後，ＳＰ研修でのビデオ撮影レビュー
やふりかえり時にＳＰの記憶の引き出しを促進
するためにファシリテータが質問をするなどが
有効であると考える。
　ほとんどのＳＰがＳＰ参加型看護教育の有効
性を感じており，ＳＰとして参加することは教
育に貢献できたと認識していた。さらに，患者
の立場を実感できる，日頃の看護をふりかえる

ことができたなど，まなざしの転換をはかるこ
とで看護師自身の気づきを促し，参加の意義を
見いだせていた。
　年度毎の比較では，有意差があったのは３項
目のみで経年的によくなっていることを明らか
にすることはできなかった。また３項目におい
ても経年的に評価が改善しているとは言い切れ
ず，研修での工夫との関係を明らかにすること
はできなかった。
　これまで，学生による実施後の評価において，
ＳＰに実施することが真剣に取り組む動機づけ
となり，ＳＰの臨場感，ＳＰへの看護技術の提
供，ＳＰからのフィードバックに高い満足感を
得ていた（別所，2008）。ＳＰに対する研修は
２時間程度と短時間で実施しているが，学生か
らの評価として，ＳＰの臨場感やＳＰからの
フィードバックが有効であることに高い評価が
得られていることはＳＰの演技やフィードバッ
クが適切に実施されていることの現れでもある
と考える。
　また，「今後もＳＰとして協力してよい」と
回答した者が83％あったことは，ＳＰとしてこ
の教育に参加して演技やフィードバックに困難
を感じるだけでなく，この教育の意義や演技や
フィードバックすることに関心をもってもらえ
ていると考える。

Ⅶ．結　　論

　看護師経験をもつＳＰ63名を対象に，事前に
ＳＰ研修を実施した。研修内容は毎年少しずつ
変更を加え，特に患者としての役作り支援とし
てシナリオの視覚化，フィードバックのねらい
や具体例，学生からのＳＰ参加に関する評価や
感想の伝達などを実施した。
　参加したＳＰからのアンケートで，研修の工
夫には高い評価が得られたが，ＳＰのうち約
60％は，精神的負担感を感じており，演技と
フィードバックの２つのコア・スキルを難しい
と感じ，患者としての役作りやフィードバック
のための心の動きの記憶や注意深い観察などに
困難さが推察できた。今後，これらの問題の解
決のために，研修の中で，役作りのためのＳＰ
同士の意見交換，見るだけでなく実際にロール

看護教育における模擬患者研修の成果と課題
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プレイをして練習する機会をもつ，ビデオ撮影
レビューやふりかえり時にＳＰの記憶の引き出
しを促進するためにファシリテータが質問をす
るなどを工夫していくことを検討する必要があ
る。
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